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(57)【要約】
　抗菌性物品及びかかる物品の製造方法が提供されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銀組成物を基材に適用して、液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物は溶
媒中に硫酸銀以外の銀塩を含み、前記銀組成物は安定剤を約１００ｐｐｍ未満の量で含み
、
　前記基材は、ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレ
フィン、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、ポ
リビニルピロリドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、酢酸セルロース
、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフ
ルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルエーテル、ス
チレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラ
ストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガラス繊維、セラミック及び
これらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む工程と、
　前記液体被覆基材を乾燥して、基材に適用された銀塩を含む色安定性の抗菌性物品を提
供する工程と、を含む、抗菌性物品の製造方法。
【請求項２】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記基材が、ポリプロピレン、ポリエチレン、エチレンプロピレンコポリマー類、エチ
レンブチレンコポリマー類、及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選
択されるポリオレフィンを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記基材がポリアミドを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記基材が酢酸セルロースを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記基材が、多孔質基材、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート及び穿孔シー
トからなる群から選択される材料を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記銀組成物が安定剤を、前記銀塩組成物の総重量を基準にして５０ｐｐｍ未満の量で
含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記銀組成物が安定剤を含まない、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記液体被覆基材の乾燥は室温で達成される、請求項１～１１のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記液体被覆基材の乾燥は、約１００℃未満の温度で達成される、請求項１～１１のい
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ずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ
基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、請求項１～１３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ
基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ
基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　硫酸銀以外の銀塩であって、基材に適用された銀塩と、
　ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリ
ウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、ポリビニルピロ
リドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、酢酸セルロース、ポリアクリ
レート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポ
リテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルエーテル、スチレン－エチ
レンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、ス
チレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガラス繊維、セラミック及びこれらのうち
の２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む基材と、を含む物品であっ
て、
　前記物品は抗菌性であり、かつ色安定性である、物品。
【請求項１８】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀
、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、ア
ントラニル酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀
、銀レブニレート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀
、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される、請求項１７に記載の物品。
【請求項１９】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される、請求項１８に記載の物品。
【請求項２０】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項１９に記載の物品。
【請求項２１】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項１９に記載の物品。
【請求項２２】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項１８に記載
の物品。
【請求項２３】
　前記基材がポリアミドを含む、請求項１７～２２のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２４】
　前記基材が酢酸セルロースを含む、請求項１７～２２のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２５】
　前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項１７
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～２４のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２６】
　前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項２５
に記載の物品。
【請求項２７】
　前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項２６
に記載の物品。
【請求項２８】
　安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約１０００ｐｐｍ未満である、請求項１７～２７
のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２９】
　安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約５００ｐｐｍ未満である、請求項２８に記載の
物品。
【請求項３０】
　安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約１００ｐｐｍ未満である、請求項２９に記載の
物品。
【請求項３１】
　銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物が、酢
酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸
銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、アントラニル酸銀、
亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀、銀レブニレート
、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀、酒石酸銀、マイ
ルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群か
ら選択される銀塩を含む工程と、
　銀塩から銀金属を生成するのに十分な温度で前記液体被覆基材を加熱して、銀金属ナノ
粒子と銀塩とを含む色安定性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む、抗菌性物品の製造
方法。
【請求項３２】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質、及びこれらのうちの２つ
以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項３１に記載
の方法。
【請求項３６】
　前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラーゲン
、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート、及びこれらのうちの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項３１～３５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項３７】
　前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポ
リ塩化ビニルを包含するビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアク
リレート、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエ
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チレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、
ポリビニルピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラ
ストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレ
ンエラストマー及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料
を含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記基材がセルロース系材料を含む、請求項３６又は３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レーヨン並
びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボキシメ
チル化材料である、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロース、カ
ルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせか
らなる群から選択される、請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
　前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートを包含す
る多孔質基材からなる群から選択される材料を含む、請求項３１～４０のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項４２】
　前記液体被覆基材の加熱は、約９５℃～約２２５℃の範囲内の温度で達成される、請求
項３１～４１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１００℃～約２００℃の範囲内の温度で達成される、請
求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１１０℃～約１８０℃の範囲内の温度で達成される、請
求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１３０℃～約１７５℃の範囲内の温度で達成される、請
求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記銀塩溶液が安定剤を、前記銀組成物の総重量を基準にして１００ｐｐｍ未満の量で
含む、請求項３１～４５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４７】
　前記銀塩溶液が安定剤を含まない、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、請求項３１～４７のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項４９】
　銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物は硫酸
銀以外の銀塩を含む工程と、
　前記液体被覆基材を、銀塩から銀金属を生成するのに十分な温度で加熱して、銀金属ナ
ノ粒子と銀塩とを含む色安定性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む、抗菌性物品の製
造方法。
【請求項５０】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以
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上の組み合わせからなる群から選択される、請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項５０に記載の方法。
【請求項５３】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項４９に記載
の方法。
【請求項５４】
　前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラーゲン
、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２つ以上
の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項４９～５３のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項５５】
　前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポ
リ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、ポリア
クリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキ
シメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニルピロリ
ドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレ
ン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー、
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項
５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記基材がセルロース系材料を含む、請求項５４又は５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レーヨン並
びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボキシメ
チル化材料を含む、請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロース、カ
ルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせか
らなる群から選択される、請求項５６に記載の方法。
【請求項５９】
　前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートを包含す
る多孔質基材からなる群から選択される材料を含む、請求項４９～５８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６０】
　前記液体被覆基材の加熱は、約９５℃～約２２５℃の範囲内の温度で達成される、請求
項４９～５９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６１】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１００℃～約２００℃の範囲内の温度で達成される、請
求項６０に記載の方法。
【請求項６２】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１１０℃～約１８０℃の範囲内の温度で達成される、請
求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記液体被覆基材の加熱は、約１３０℃～約１７５℃の範囲内の温度で達成される、請
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求項６２に記載の方法。
【請求項６４】
　前記銀塩溶液が安定剤を、前記銀組成物の総重量を基準にして１００ｐｐｍ未満の量で
含む、請求項４９～６３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６５】
　前記銀塩溶液が安定剤を含まない、請求項６４に記載の方法。
【請求項６６】
　前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、請求項４９～６５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６７】
　基材上に配置された銀金属及び銀塩を含む物品であって、前記銀塩が、酢酸銀、安息香
酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸
銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、アントラニル酸銀、亜塩素酸銀、
フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀、銀レブニレート、ミリスチン
酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパ
ク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される
、物品。
【請求項６８】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される、請求項６７に記載の物品。
【請求項６９】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項６８に記載の物品。
【請求項７０】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項６８に記載の物品。
【請求項７１】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項６７に記載
の物品。
【請求項７２】
　前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラーゲン
、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２つ以上
の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項６７～７１のいずれか一項に
記載の物品。
【請求項７３】
　前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポ
リ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、ポリア
クリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキ
シメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニルピロリ
ドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレ
ン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー及
びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項７
２に記載の物品。
【請求項７４】
　前記基材がセルロース系材料を含む、請求項７２又は請求項７３に記載の物品。
【請求項７５】
　前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レーヨン並
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びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボキシメ
チル化材料を含む、請求項７４に記載の物品。
【請求項７６】
　前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロース、カ
ルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせか
らなる群から選択される、請求項７４に記載の物品。
【請求項７７】
　前記基材が、多孔質基材、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シ
ートからなる群から選択される材料である、請求項６７～７６のいずれか一項に記載の物
品。
【請求項７８】
　前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、請求項６７～７７のいずれか一項に
記載の物品。
【請求項７９】
　前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項６７
～７８のいずれか一項に記載の物品。
【請求項８０】
　前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項７９
に記載の物品。
【請求項８１】
　前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項８０
に記載の物品。
【請求項８２】
　基材に適用された銀金属及び銀塩を含む物品であって、前記銀塩が硫酸銀以外の銀塩を
含む物品。
【請求項８３】
　前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜
硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、プロ
ピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以
上の組み合わせからなる群から選択される、請求項８２に記載の物品。
【請求項８４】
　前記銀塩が硝酸銀である、請求項８３に記載の物品。
【請求項８５】
　前記銀塩が安息香酸銀である、請求項８３に記載の物品。
【請求項８６】
　前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン酸銀
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項８２に記載
の物品。
【請求項８７】
　前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラーゲン
、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２つ以上
の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項８２～８６のいずれか一項に
記載の物品。
【請求項８８】
　前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポ
リ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、ポリア
クリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキ
シメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニルピロリ
ドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレ
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ン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー及
びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、請求項８
７に記載の物品。
【請求項８９】
　前記基材がセルロース系材料を含む、請求項８７又は請求項８８に記載の物品。
【請求項９０】
　前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レーヨン並
びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボキシメ
チル化材料を含む、請求項８９に記載の物品。
【請求項９１】
　前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロース、カ
ルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせか
らなる群から選択される、請求項８９に記載の物品。
【請求項９２】
　前記基材が、多孔質基材、ニット、織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートから
なる群から選択される材料である、請求項８２～９１のいずれか一項に記載の物品。
【請求項９３】
　前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、請求項８２～９２のいずれか一項に
記載の物品。
【請求項９４】
　前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項８２
～９３のいずれか一項に記載の物品。
【請求項９５】
　前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項９４
に記載の物品。
【請求項９６】
　前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、請求項９５
に記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銀を含む抗菌性物品及びかかる物品の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の創傷は湿潤環境においてより効率よく治癒するが、細菌感染の危険性は水分の存
在下で増加する。更に、細菌は抗生物質に対する耐性を構築する可能性があり、ついには
抗生物質を効かなくしてしまう。銀化合物は、表面（例えば、創傷組織）に対し、細菌の
耐性が発現する危険性を最小限に抑えて、抗菌効果を付与することが知られている。創傷
床の湿潤環境においては、例えば、銀は創傷への銀イオンの持続した放出によって送達さ
れる。
【０００３】
　文献では、綿又は他の基材上にコーティングされた銀塩は、安定剤がないと、紫外線（
「ＵＶ」）又は可視光線に曝されたときに色が安定ではない。しかしながら、安定剤はま
た、銀塩の溶解性を減少させ、このことはまた、銀イオンの放出を阻害する。銀イオンの
放出が低すぎる（３０分で水中に０．０１ｍｇ／ｇ包帯未満の）場合、その抗菌作用もま
た減少されることになり、もはや創傷の治療のために効果がない場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　創傷包帯又は同様のものとして使用された場合に抗菌活性を提供する、色安定性の抗菌
性物品及びこうした物品の製造方法を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、物品及びかかる物品の製造方法を提供する。
【０００６】
　本発明の１つの態様においては、抗菌性物品の製造方法が提供され、前記方法は、銀組
成物を基材に適用して、液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物は溶媒中に
硫酸銀以外の銀塩を含み、前記銀組成物は安定剤を１００万部当たり約１００部（約１０
０ｐｐｍ）未満の量で含み、前記基材は、ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、
ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコー
ル、ポリカーボネート、ポリビニルピロリドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリ
スチレン、酢酸セルロース、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニト
リル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン
、ポリビニルエーテル、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン
－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガ
ラス繊維、セラミック及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択され
る材料を含む工程と、前記液体被覆基材を乾燥して、前記基材に適用された銀塩を含む色
安定性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む。
【０００７】
　別の態様においては、本発明は、硫酸銀以外の銀塩であって、基材に適用された銀塩と
、ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリ
ウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、ポリビニルピロ
リドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、酢酸セルロース、ポリアクリ
レート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポ
リテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルエーテル、スチレン－エチ
レンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、ス
チレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガラス繊維、セラミック及びこれらのうち
の２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む基材と、を含む物品を提供
し、前記物品は抗菌性であり、色安定性である。
【０００８】
　本発明の別の態様では、銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工程であっ
て、前記銀組成物は、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、
乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜
硝酸銀、銀レブニレート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリ
ン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の
組み合わせからなる群から選択される銀塩を含む工程と、銀塩から銀金属を生成するのに
十分な温度で前記液体被覆基材を加熱して、銀金属ナノ粒子と銀塩とを含む色安定性の抗
菌性物品を提供する工程と、を含む方法が提供される。
【０００９】
　別の態様においては、本発明は、銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工
程であって、前記銀組成物は硫酸銀以外の銀塩を含む工程と、前記液体被覆基材を、銀塩
から銀金属を生成するのに十分な温度で加熱して、銀金属ナノ粒子と銀塩とを含む色安定
性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む抗菌性物品の製造方法を提供する。
【００１０】
　なお別の態様では、本発明は、基材上に配置された銀金属及び銀塩を含む物品を提供し
、前記銀塩は、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀
、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、ア
ントラニル酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀
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、銀レブニレート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀
、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される。
【００１１】
　なお別の態様においては、本発明は、基材に適用された銀金属及び銀塩を含む物品を提
供し、前記銀塩は硫酸銀以外の銀塩を含む。
【００１２】
　本明細書で使用される用語は、当業者に理解されるのと同一の意味を有するものと理解
される。前述の記述にかかわらず、特定の用語は本明細書において記載された意味を有す
るものと理解すべきである。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、「周囲温度」は存在する室温、典型的には約１５℃～約３０
℃の範囲内を意味する。
【００１４】
　「相対湿度」は、空気中に実際に存在する水蒸気量の同一温度においてとり得る最大量
に対する比を意味する。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「１つの（ａ）」、「１つの（ａｎ）」、「その（ｔｈｅ）
」、「少なくとも１つの」及び「１つ以上の」は、互換的に使用される。
【００１６】
　当業者は、発明を実施するための形態、種々の実施例及び添付された特許請求の範囲を
包含する本開示の残りの部分を考慮して、本発明の範囲をより完全に理解するであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明は、銀を含有する抗菌性物品を提供する。当該物品は、色安定性であり（紫外線
又は可視光線に曝されたときに）、抗菌レベルの銀イオンを放出し、製造が驚くほど容易
であり、創傷包帯、創傷パッキング材、又は創傷に直接適用するのに適した他の材料を作
製できる。
【００１８】
　本発明の実施形態の記載において、用語「色安定性の」とは、物品が、時間とともに（
例えば、光への曝露後少なくとも４時間で）、色及び／又は色の均一性において有意な目
に見える変化を示さないことを意味する。色の変化は種々の方法のいずれかにおいて評価
可能であり、本発明は色の変化を決定するための特定の方法又は技術に限定されない。
【００１９】
　本発明の幾つかの実施形態では、色の変化は観察によって評価される。
【００２０】
　幾つかの実施形態では、色の変化は目盛付きのスケールを用いて評価される。例えば、
色の変化は、試料を蛍光の下で観察し、それを色度標準と比較して試料の色に０から１０
までの点数をつけることによって評価してもよい。０、１又は２の点数は、ホワイトから
クリーム色を包含する「白色」とみなされる。３～５の点数は、薄い黄色から金色がかっ
た黄色を包含する「黄色」であり、６～１０の点数は赤褐色から濃い茶色として分類され
る。色の変化の数値は、初めの点数を処理後の点数から引くことによって得られる。色変
化に関する正の点数は、外観の黒化を表し、負の点数は外観の白化を表す。このスケール
における１以下の色変化は、その色が最初に均質であり及び均質のままである限りにおい
て、許容可能である（例えば、有意な変化なし）とみなされる。色が最初に不均質である
場合には、０．５の色変化が有意であるとみなされる。
【００２１】
　幾つかの実施形態では、色変化は、ミノルタ・クロマメータ（Minolta Chroma Meter）
（コニカ・ミノルタ・フォト・イメージングＵＳＡ社（Konica Minolta Photo Imaging U
.S.A., Inc.）（ニュージャージー州、モーウォー（Mahwah））製の、ＣＲ－３００）の
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ような比色計を使用し、三刺激値を用いて測定することもできる。このスケールにおける
、「Ｙ」値における１５％以下の色変化は、その試料の色が均質のままである限りにおい
て、許容可能であるとみなされる。色が不均質である場合には、「Ｙ」値における５％の
色変化が有意であるとみなされる。
【００２２】
　なお他の実施形態においては、色変化は試験法ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従い比色計を用
いて測定することができる。指示された期間曝露した後の試料と、曝露されていない試料
との間の、得られるＣＩＥＬＡＢ色差（ＤＥ＊）を決定できる。対照のみの目的のために
は、約２単位のＤＥ＊又は色変化は、肉眼による検出に関する限界であるとみなされ、一
方、２０以上のＤＥ＊は実質的な又は有意な色変化を表す。
【００２３】
　典型的には、当該技術は、銀塩を包含する物品に色安定性を与えるために、安定剤とし
て知られる化学化合物の使用に頼ってきた。しかし、このような安定剤はまた銀塩の溶解
性を減少させ、そのため銀イオンの放出は創傷に有効となるには低くなりすぎる（３０分
間に水中に０．０１ｍｇ／ｇ包帯未満）可能性がある。
【００２４】
　本発明の一実施形態では、色安定性は、基材に銀組成物を適用し、物品を乾燥すること
によって達成される。本発明の物品を製造するために適切な基材が使用された場合、乾燥
された物品は安定剤又は同様のものを包含させる必要なしに、色安定性である。
【００２５】
　本発明の別の実施形態では、色安定性は、高温で乾燥させることによって、基材に適用
される銀塩の一部（好ましくは３０％未満）をナノスケール銀金属粒子（「ナノ粒子」）
へと還元し、銀金属ナノ粒子の形成の結果としてしばしば薄い黄色から金色がかった茶色
として観測される色を有した状態で色安定性である生成物を作製することによって達成さ
れる。
【００２６】
　本発明の１つの態様においては、抗菌性物品を製造するための方法は、基材上に銀化合
物（類）を適用して（例えば、コーティングして）、銀塩を含む色安定性の抗菌性物品を
提供することによって提供される。
【００２７】
　本発明の別の態様においては、抗菌性物品を製造するための方法は、基材上に銀化合物
（類）を適用して（例えばコーティングして）、銀金属と銀塩とを含む色安定性の抗菌性
物品を提供することによって提供される。
【００２８】
　幾つかの実施形態では、銀塩を適した溶媒（例えば、水）中に溶解し、銀塩溶液の形態
のコーティング可能な液体銀組成物を提供することによって、銀組成物が最初に調製され
る。幾つかの実施形態では、銀組成物中で使用される溶媒は水からなる。幾つかの実施形
態では、銀組成物中の溶媒は、主として水であり、銀塩の溶解性を高める他の成分を伴う
。本発明における使用に適した銀塩は、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸
銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジ
ン、サッカリン酸銀、アントラニル酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素
酸三水素銀、次亜硝酸銀、銀レブニレート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオ
ン酸銀、ステアリン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらの
うちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択することができる。
【００２９】
　特定の実施形態では、前述の塩類のいずれか１つが、それ自体で又はいずれかの他の銀
塩との組み合わせにおいて、適している。硫酸銀は前述の塩類とともには包含されない。
【００３０】
　幾つかの実施形態では、銀塩は、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、
乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、
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銀レブニレート、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及び
これらのうちの２つ以上の組み合わせからなる、前述の塩類の部分集合から選択される。
【００３１】
　幾つかの実施形態では、銀塩は、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジア
ジン、サッカリン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸
銀、ステアリン酸銀及びこれらのうちの２つ上の組み合わせからなる、塩類の別の部分集
合から選択される。
【００３２】
　幾つかの実施形態では、銀塩は硫酸銀を除外するように選択される。幾つかの実施形態
では、銀塩は硝酸銀である。幾つかの実施形態では、塩は安息香酸銀である。
【００３３】
　当該銀組成物は、合計の銀含有量が、組成物中で約１．０重量％まで、典型的には約０
．０１重量％～約０．５重量％となるように処方されてよい。幾つかの実施形態では、当
該銀組成物のｐＨは、組成物が基材に適用された場合のその基材に対する有害反応を回避
するために所望の目標値に維持される。幾つかの実施形態では、銀組成物のｐＨは９以下
に維持される。幾つかの実施形態では、銀組成物のｐＨは、例えば、セルロース系の基材
に対する有害反応を最小限に抑えるために４よりも大きいが７未満に維持される。
【００３４】
　本発明の最終物品における色安定性は、銀組成物に対する安定剤（類）の添加を包含す
る必要なしに達成されるが、しかし、本発明の幾つかの実施形態においては、銀組成物中
に少量の安定剤（類）が包含されてもよいということが理解されよう。安定剤としては、
アンモニア、アンモニウム塩（例えば、酢酸アンモニウム、硫酸アンモニウム、炭酸アン
モニウムなど）、チオサルフェート、金属の非水溶性塩（例えば、塩化物のようなハロゲ
ン化物）、ペルオキシド、三ケイ酸マグネシウム、及び／又はポリマーが挙げられる。安
定剤は、銀組成物中に存在する場合、１００ｐｐｍ未満の量で存在してよい。幾つかの実
施形態では、安定剤は、銀塩組成物の総重量基準で５０ｐｐｍ未満の量で存在してよく、
幾つかの実施形態では、２０ｐｐｍ未満で存在してよい。あるいは、安定剤は、乾燥した
色安定性の抗菌性物品の総重量基準で１０００ｐｐｍ未満の量で存在する。なお他の実施
形態では、安定剤は、乾燥した色安定性の抗菌性物品の総重量基準で５００ｐｐｍ未満の
量で存在し、なお他の実施形態では、安定剤は乾燥した色安定性の抗菌性物品の総重量基
準で１００ｐｐｍ未満の量で存在する。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、銀組成物は任意で、溶媒（例えば、水）への銀塩の溶解を促進
するための化合物を包含してもよい。本発明で使用するために選択される塩（類）の溶解
性に応じて、本発明の実施形態は、五ホウ酸アンモニウム、酢酸アンモニウム、炭酸アン
モニウム、ペルオキシホウ酸アンモニウム、四ホウ酸アンモニウム（ammonium tertrabor
ate）、クエン酸三アンモニウム、カルバミン酸アンモニウム、重炭酸アンモニウム、リ
ンゴ酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、亜硝酸アンモニウム、コハク酸アンモニウム、
硫酸アンモニウム、酒石酸アンモニウム、及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせから
なる群から選択される可溶化剤を包含してもよい。本発明の銀組成物に包含させるための
可溶化剤の選択においては、本明細書に記載のように基材に該組成物を適用し、加熱した
後に、蒸発又は分解する物質が好ましい。
【００３６】
　このように処方された銀組成物は、基材に適用されて液体被覆基材を提供する。幾つか
の実施形態では、銀組成物は、基材の内部に浸透し、含浸される。例えば、吸収材料（例
えば、ガーゼ）の場合、銀組成物は基材の繊維の間に含浸される。基材への銀組成物の適
用は、連続したプロセスとして達成することができ、又は、別個の態様において、及び単
一工程中でも、行うことが可能である。
【００３７】
　銀組成物を適用する基材又は基材材料として種々の材料のいずれのものを使用してもよ
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い。
【００３８】
　特定の実施形態では、適した材料は、高分子材料を包含することができ、又は大きな長
鎖分子で構成される。特定の実施形態では、基材のための材料は典型的に、約１２０℃よ
りも低い温度に加熱されたときに、銀塩類（例えば、硝酸銀）の存在下で容易に酸化され
ないという点で、「非酸化性」であるように選択される。適した基材としては、ポリアミ
ド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレフィン（例えば、ポリプ
ロピレンポリエチレン、エチレンプロピレンコポリマー、及びエチレン－ブチレンコポリ
マー）、ポリウレタン（ポリウレタンフォームを包含する）、ポリ塩化ビニル、ポリビニ
ルアルコール、ポリカーボネート、ポリビニルピロリドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビ
ニル、ポリスチレン、酢酸セルロース、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリア
クリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキ
シメチレン、ポリビニルエーテル、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー
、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラス
トマー、ガラス繊維、セラミック及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群か
ら選択される材料が挙げられる。
【００３９】
　本発明の幾つかの実施形態では、基材は酢酸セルロースを含むか又はそれからなる。幾
つかの実施形態では、基材はポリアミド（例えば、ナイロン６，６）を含むか又はそれか
らなる。
【００４０】
　特定の実施形態では、適した材料としては、例えば、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹
繊維、酢酸セルロース、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、ポリアミド、ポ
リアセテート、アルギネート、コラーゲン、ゼラチン、天然ゴム、ポリアクリルアミド、
及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせなどの材料から作られた、紙、天然又は合成繊
維、糸及び毛糸のような、セルロース系材料及び非セルロース系材料を挙げることができ
る。
【００４１】
　加えて、上記の材料又はこれらの組み合わせは、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリ
オレフィン（例えば、ポリプロピレンポリエチレン、エチレンプロピレンコポリマー、及
びエチレン－ブチレンコポリマー）、ポリウレタン（ポリウレタンフォームを包含する）
、ポリ塩化ビニルを包含するビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリ
アクリレート、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオ
ロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテ
ル、ポリビニルピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレン
エラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－ス
チレンエラストマー、及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせのような、他の材料と組
み合わせることができる。材料の組み合わせは、基材に包含されてよい。幾つかの実施形
態では、基材は、セルロース系材料、ナイロン、ポリエステル繊維、及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む。
【００４２】
　基材は、多孔質又は無孔であることができ、銀組成物は、例えば、基材の表面上にコー
ティングされることも、又は基材中に含浸されることもできる。本発明の実施形態におい
ては、基材は可撓性であってよく、天然又は合成化合物から作られた織布又は不織布材料
を含むことができる。本発明の実施形態においては、基材は高分子ウェブ（不織布又は織
布）、高分子フィルム、ヒドロコロイド、フォーム、紙、及び／又はこれらの組み合わせ
から選択されてよい。
【００４３】
　幾つかの実施形態では、基材は吸収性綿ガーゼであることができる。
【００４４】
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　前述の材料から作られた多孔質基材としては、ニット、織布（例えば、チーズクロス及
びガーゼ）、不織布（スパンボンド不織布、及びＢＭＦ（ブローンマイクロファイバーを
包含する）、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートを挙げることができる。多孔質基材
中の開口（すなわち、開口部）は、高い通気性を促進するために十分なサイズ及び十分な
数である。特定の実施形態においては、多孔質基材は、１平方センチメートル当たり少な
くとも１つの開孔を有する。特定の実施形態においては、多孔質基材は、１平方センチメ
ートル当たり２２５以下の開孔を有する。特定の実施形態においては、開孔は、少なくと
も０．１ミリメートル（ｍｍ）の平均開口部サイズ（すなわち、開口部の最大寸法）を有
する。特定の実施形態においては、開孔は、０．５センチメートル（ｃｍ）以下の平均開
口部サイズ（すなわち、開口部の最大寸法）を有する。幾つかの実施形態においては、多
孔質基材は、少なくとも５ｇ／ｍ２の坪量を有する。幾つかの実施形態においては、多孔
質基材は、１０００ｇ／ｍ２以下、ある実施形態においては、２００ｇ／ｍ２以下の坪量
を有する。多孔質基材は、可撓性でありながら引き裂きに対して抵抗性がある場合がある
。幾つかの実施形態においては、多孔質基材の厚さは、少なくとも約０．０１２５ミリメ
ートル（ｍｍ）である。特定の実施形態については、多孔質基材の厚さは、約１５ｍｍ以
下、特定の実施形態については約３ｍｍ以下である。
【００４５】
　幾つかの実施形態では、基材は、水蒸気の透過を可能にする透過性材料（類）を含む。
幾つかの実施形態については、基材は、米国公開特許出願番号２００４／０１８００９３
及び２００５／０１２４７２４に記載される親水性粒子を含有する親水性ポリマー又は疎
水性ポリマーマトリックスのようなヒドロコロイドであってよい。
【００４６】
　多糖類又は変性多糖類、再生セルロース（例えばレーヨン）、紙、綿、カルボキシメチ
ルセルロースなどを包含するセルロース系材料が、本発明の特定の実施形態における使用
のために適している場合がある。最終的な物品が創傷包帯として使用されるように意図さ
れた、又は湿った若しくは濡れた環境において使用される本発明の実施形態においては、
吸収材料を含む基材を提供することが有利である場合がある。適した収材料としては、カ
ルボキシメチル化材料－カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セルロース、
カルボキシメチル化レーヨンのような、セルロース繊維から作製されるか、又はそれらを
組み込んだものが挙げられる。適した市販のセルロース系繊維としては、レンジング・フ
ァイバー社（Lenzing Fibers, Inc.）から入手可能な商標名「テンセル（TENCEL）」で知
られる溶媒スパンセルロース系繊維が挙げられる。ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ１９９３０１
２２７５　Ａ１に開示されているような前述のテンセル（TENCEL）繊維のカルボキシメチ
ル化変形形態もまた、本発明の特定の実施形態における使用に適している。
【００４７】
　幾つかの実施形態では、基材は、液体、特に創傷浸出物に対し実質的に不透過性である
。
【００４８】
　銀組成物は、室温、典型的には約７０℃未満の温度において適用することができる。銀
組成物は、グラビアコーティング、カーテンコーティング、ダイコーティング、ナイフコ
ーティング、ロールコーティング、スプレーコーティングなどのような、種々の既知のコ
ーティング技術のいずれかを用いて基材上にコーティングすることができる。幾つかの実
施形態では、基材を銀組成物の浴中に浸すか又は浴中を通すことも可能である。
【００４９】
　銀塩の適用に続いて、物品を乾燥して色安定性の抗菌性物品を提供するのに十分な温度
で及び十分な持続時間の間、液体被覆基材に穏やかな加熱を適用してもよい。十分な高温
はオーブン中で得られてもよく、本発明の特定の実施形態においては、温度は１００℃未
満であり典型的には約５０℃～約９０℃の範囲内である。あるいは、液体被覆基材は、周
囲温度又は室温で空気乾燥されてもよい。実際の乾燥温度は、乾燥に充てられる時間の長
さ、液体被覆基材上の銀負荷、基材の種類及び重量等に応じて変えてよい。温度は、銀塩
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を還元したり又は基材を酸化したりすることなしに物品を乾燥するのに十分なだけ高くす
ベきであるということを、当業者は理解する。この態様では、乾燥された物品は色安定性
である。理論に束縛されることを望まないが、この態様で作製された本発明の物品は、部
分的には使用されている非酸化性基材（類）に起因して、色安定性であると考えられる。
本発明の幾つかの実施形態においては、乾燥温度は、基材が硝酸銀によって酸化されて銀
金属を形成することがない限り、又は基材が溶融又は燃焼することがない限り、１００℃
よりも高くすることが可能である。ポリエステルは、このタイプの基材の一例である。
【００５０】
　特定の実施形態では、物品を乾燥し（銀組成物から溶媒を除去することによって）及び
銀塩の少なくとも一部を銀金属へと還元するのに十分な温度で及び十分な持続時間の間、
液体被覆基材に熱を適用して、色安定性の抗菌性物品を提供する。銀金属の少なくとも一
部は銀のナノ粒子の形態にある。本明細書で使用するとき、「ナノ粒子」とは、そのサイ
ズがナノメートル（ｎｍ）単位で測定され、少なくとも１つの寸法が約２００ｎｍ未満で
ある、微細粒子のことをいう。銀金属の形成を達成するために、液体被覆基材のための乾
燥温度は室温よりも高温となされる。十分に高い温度は、オーブン中で達成され、本発明
の特定の実施形態においては、温度は約９５℃を超え、約９５℃～約２２５℃の範囲内で
ある。幾つかの実施形態では、液体被覆基材は約１００℃～約２００℃の温度で乾燥され
る。なお他の実施形態では、液体被覆基材は、約１１０℃～約１８０℃の温度で乾燥され
る。なお他の実施形態では、液体被覆基材は約１３０℃～約１７５℃の温度で乾燥される
。実際の乾燥温度は、乾燥に充てられる時間の長さ、液体被覆基材上の銀負荷、基材の種
類及び重量等に応じて変えてよい。所望される実施形態において、温度は銀（Ｉ）の還元
を達成するのに十分なだけ高くなされるべきであるということを、当業者は理解する。し
かし、基材の融点及び酸化の可能性についても考慮がなされなければならない。創傷包帯
として使用するために適した基材材料は、例えば、高温において容易に酸化可能な材料（
例えば、セルロース系材料）を含む場合があり、結果として長時間の加熱又は非常に高い
温度への曝露が最終物品の品質及び／又は一体性に対して有害であり得るということを、
当業者は理解するだろう。過度に高い乾燥温度は幾つかの基材材料を燃焼又は溶融させて
それらをそれらの企図される目的（例えば、創傷包帯としての）に不適合にする可能性が
ある。
【００５１】
　特定の実施形態では、最終物品は基材に固着された銀金属及び銀塩を包含する。理論に
束縛されることを望まないが、液体被覆基材の加熱は、特定の実施形態では、基材を酸化
して、銀塩を銀金属へと還元するものと考えられる。基材の酸化及び金属銀のナノ粒子の
形成は、本発明の最終抗菌性物品の特定のものにおいて観察される色（類）及び色安定性
に関与していると考えられる。白色の基材（例えば、セルロース系材料）上では、液体被
覆基材を処理する熱によって、最終物品が、光及び／又は熱に曝した後長期間安定である
非白色（例えば、黄色から茶色）を有することになる可能性がある。
【００５２】
　好ましくは、本発明の物品は光（例えば、可視光線、紫外線）に対して安定のままであ
るため、それらは色安定性である。好ましくは、それらは抗菌的に有効なレベルの銀イオ
ンを放出し、本発明の特定の実施形態では、皮膚創傷に創傷包帯として容易に適用可能で
ある。当該物品は、製造が簡単であり、一般には安定剤は添加されない。
【００５３】
　特定の実施形態では、本発明は、基材に適用された容易に溶解可能な銀塩（類）を含む
創傷包帯を提供する。他の実施形態では、本発明は、基材に適用され及び基材上に配置さ
れた、銀金属のナノ粒子並びに容易に溶解可能な銀塩（類）を含む、創傷包帯を提供する
。本明細書で使用するとき、「～に適用される」及び「～上に配置される」は、銀及び／
又は銀塩が基材表面上にあるように銀を基材上に配置することをいい、吸収材料の場合に
は、基材の内部に（例えば、最も外側の表面間の吸収構造体全体に渡って）分布されても
よい。
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【００５４】
　最終物品が創傷包帯として使用されるべき実施形態においては、抗菌有効量の銀が物品
から創傷床又は同様のものへと送達されるために利用可能である。物品は典型的には有効
なレベルの銀放出（例えば、３０分間に１００ｇの水中に０．０１ｍｇ／ｇ包帯よりも多
く）を維持する。最終物品の色は安定（例えば、熱及び光に対して）である。本発明の特
定の実施形態では、物品は、その物品を可視光線又は紫外線に曝した後、４時間よりも長
く、幾つかの実施形態では８時間よりも長く、幾つかの実施形態では２４時間よりも長く
、色安定性である。本発明の物品の光安定性は、その物品を光を遮るパッケージ中に包装
すること、又はその物品を使用すべきときまで光の当たらない環境にその物品を貯蔵する
ことによって、延長させることができる。
【００５５】
　乾燥された基材上の銀の濃度（特定の実施形態においては銀塩としての、及び特定の実
施形態においては銀塩プラス銀金属としての）は、好ましくは基材１キログラム（ｋｇ）
当たり約４０，０００ミリグラム（ｍｇ）Ａｇ未満であり、及び幾つかの実施形態では、
約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である。なお他の実施形態では、銀の濃度は約１
０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である。
【００５６】
　銀が銀塩及び銀金属として存在する本発明の実施形態では、基材上の銀の総量のうち、
３０％未満が典型的に銀金属として存在する。
【００５７】
　幾つかの実施形態では、本発明の物品は、創傷包帯及び創傷パッキング材料又は創傷に
直接適用されるか若しくは創傷と接触する他の材料のような、医療用物品である。しかし
ながら、本発明の物品は、銀の抗菌特性が必要とされるか又は所望される他の用途（医療
用及び非医療用の用途）において使用されてもよい。他の可能性のある製品としては、衣
類、寝具、マスク、塵用クロス、靴の中敷、おむつ、並びにブランケット、外科用ドレー
プ、及びガウンなどの病院用材料が挙げられる。
【００５８】
　本発明の物品の安定性は、室温における相対湿度が５０％以下、より好ましくは３０％
以下、最も好ましくは２０％以下に維持される場合に、持続し及び／又は向上する場合が
ある。相対湿度は、本発明の物品に関して、例えば、１）物品を相対湿度３０％以下、好
ましくは２０％以下の環境に置き、次いで同じ環境下でその物品を包装すること、２）液
体被覆基材をオーブン中で乾燥し、得られた物品を直ちに包装すること、及び／又は３）
物品のパッケージ内に乾燥剤を添加すること、を包含する多くの方法によって、３０％、
好ましくは２０％、又はそれより低く低下させることができる。低い湿度を維持するため
に適した環境としては、低い透湿度（ＭＶＴＲ）を有する材料で作られたパッケージ、例
えば、ＰＥＴ／アルミホイル／ＬＬＤＰＥ材料構造を有するテクニ・パウチパッケージ（
Techni-Pouch package）（例えば、テクニパック社（Technipaq, Inc.）（イリノイ州、
クリスタルレーク（Crystal Lake））から市販）が挙げられる。
【００５９】
　特定の実施形態では、本発明の物品は非接着性であるが、接着剤（例えば、感圧性接着
剤）を既知の態様で物品に適用できることが理解されよう。医療用物品に使用するのに適
した感圧性接着剤を、本発明の物品に使用することができる。すなわち、物品の皮膚への
接着を容易にするように、感圧性接着剤を本発明の物品の表面に適用することができる。
物品の銀含有面が創傷又は同様のものと接触した状態で皮膚に接着保持されるように、接
着剤が、例えば、物品の表面の周囲に適用されてもよい。この態様においては、創傷床の
水分条件下で、物品は創傷へと銀イオンを放出して、微生物の増殖を防ぐ。
【００６０】
　特定の実施形態においては、創傷への接着及び付着を低減するために、銀組成物でコー
ティングされた基材の片面又は両面を、浸透性非接着性外側層により被覆することができ
る。非接着性層を、例えば、コーティング又は積層によって、基材に付着させることがで
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きる。あるいは、コーティングされた基材を、スリーブのような非接着性層内に封入する
ことができる。非接着性層は、綿ガーゼ上のナイロン又はペルフルオロ材料コーティング
のような非接着性織布又は不織布で作製することができる。非接着性層は創傷包帯の創傷
への付着を防ぐ。同時に、非接着性層は、コーティングされた基材からの銀の持続放出に
悪影響を与えない。
【００６１】
　別の実施形態では、基材又は支持基材を非接着性材料で構成することができる。例えば
、米国公開特許出願番号２００４／０１８００９３、同２００５／０１２３５９０、及び
同２００５／０１２４７２４に記載されるように、非接着性親水性ポリマーを基材又は支
持材料として使用すること、又は浸透性多孔質基材上にコーティングすることができる。
【００６２】
　必要に応じて、コーティングされた基材を、２枚の保護フィルム（例えば、薄いポリエ
ステルフィルム）で被覆することができる。これらのフィルムは、任意でくっつき防止処
理を包含してもよく、パッケージからの抽出、及び物品の取り扱いを容易にするために機
能することができる。必要に応じて、コーティングされた基材を、使用に適したサイズの
個々の圧定布に切断し、密閉されたサシェ内に包装し、及び殺菌することができる。
【００６３】
　代表的な実施例
　１．
　銀組成物を基材に適用して、液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物は溶
媒中に硫酸銀以外の銀塩を含み、前記銀組成物は安定剤を約１００ｐｐｍ未満の量で含み
、
　前記基材は、ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレ
フィン、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、ポ
リビニルピロリドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、酢酸セルロース
、ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフ
ルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルエーテル、ス
チレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラ
ストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガラス繊維、セラミック及び
これらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む工程と、
　前記液体被覆基材を乾燥して、基材に適用された銀塩を含む色安定性の抗菌性物品を提
供する工程と、を含む、抗菌性物品の製造方法。
【００６４】
　２．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸銀
、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート、
プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２
つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態１に記載の方法。
【００６５】
　３．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態２に記載の方法。
【００６６】
　４．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態２に記載の方法。
【００６７】
　５．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリ
ン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリン
酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態１に
記載の方法。
【００６８】
　６．前記基材が、ポリプロピレン、ポリエチレン、エチレンプロピレンコポリマー、エ
チレンブチレンコポリマー、及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選
択されるポリオレフィンを含む、実施形態１～５のいずれか１つに記載の方法。
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【００６９】
　７．前記基材がポリアミドを含む、実施形態１～５のいずれか１つに記載の方法。
【００７０】
　８．前記基材が酢酸セルロースを含む、実施形態１～５のいずれか１つに記載の方法。
【００７１】
　９．前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートから
なる群から選択される材料を含む、実施形態１～８のいずれか１つに記載の方法。
【００７２】
　１０．前記銀組成物が安定剤を、前記銀塩組成物の総重量を基準にして５０ｐｐｍ未満
の量で含む、実施形態１～９のいずれか１つに記載の方法。
【００７３】
　１１．前記銀組成物が安定剤を含まない、実施形態１０に記載の方法。
【００７４】
　１２．前記液体被覆基材の乾燥は室温で達成される、実施形態１～１１のいずれか１つ
に記載の方法。
【００７５】
　１３．前記液体被覆基材の乾燥は、約１００℃未満の温度で達成される、実施形態１～
１１のいずれか１つに記載の方法。
【００７６】
　１４．前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約４０，０００ｍｇＡｇ
／ｋｇ基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、実施形態１～１３のいず
れか１つに記載の方法。
【００７７】
　１５．前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約２０，０００ｍｇＡｇ
／ｋｇ基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、実施形態１４に記載の方
法。
【００７８】
　１６．前記色安定性の抗菌性物品は、前記基材上の銀の濃度が約１０，０００ｍｇＡｇ
／ｋｇ基材未満となるように前記基材に適用された銀塩を含む、実施形態１５に記載の方
法。
【００７９】
　１７．硫酸銀以外の銀塩であって、基材に適用された銀塩と、
　ポリアミド、ポリエステル、ポリアセテート、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリ
ウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、ポリビニルピロ
リドン、ポリ乳酸、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、酢酸セルロース、ポリアクリ
レート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポ
リテトラフルオロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルエーテル、スチレン－エチ
レンブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、ス
チレン－イソプレン－スチレンエラストマー、ガラス繊維、セラミック及びこれらのうち
の２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む基材と、を含む物品であっ
て、
　前記物品は抗菌性であり、色安定性である、物品。
【００８０】
　１８．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、
乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸
銀、アントラニル酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜
硝酸銀、銀レブニレート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリ
ン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の
組み合わせからなる群から選択される、実施形態１７に記載の物品。
【００８１】
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　１９．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸
銀、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート
、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態１８に記載の物品。
【００８２】
　２０．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態１９に記載の物品。
【００８３】
　２１．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態１９に記載の物品。
【００８４】
　２２．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカ
リン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリ
ン酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態１
８に記載の物品。
【００８５】
　２３．前記基材がポリアミドを含む、実施形態１７～２２のいずれか１つに記載の物品
。
【００８６】
　２４．前記基材が酢酸セルロースを含む、実施形態１７～２２のいずれか１つに記載の
物品。
【００８７】
　２５．前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態１７～２４のいずれか１つに記載の物品。
【００８８】
　２６．前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態２５に記載の物品。
【００８９】
　２７．前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態２６に記載の物品。
【００９０】
　２８．安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約１０００ｐｐｍ未満である、実施形態１
７～２７のいずれか１つに記載の物品。
【００９１】
　２９．安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約５００ｐｐｍ未満である、実施形態２８
に記載の物品。
【００９２】
　３０．安定剤の濃度が、物品の総重量基準で約１００ｐｐｍ未満である、実施形態２９
に記載の物品。
【００９３】
　３１．銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物
が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀、硝酸銀、
亜硝酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、アントラニル
酸銀、亜塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀、銀レブニ
レート、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀、酒石酸銀
、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからな
る群から選択される銀塩を含む工程と、
　銀塩から銀金属を生成するのに十分な温度で前記液体被覆基材を加熱して、銀金属ナノ
粒子と銀塩とを含む色安定性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む、抗菌性物品の製造
方法。
【００９４】
　３２．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸
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銀、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート
、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態３１に記載の方法。
【００９５】
　３３．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態３２に記載の方法。
【００９６】
　３４．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態３２に記載の方法。
【００９７】
　３５．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカ
リン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリ
ン酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態３
１に記載の方法。
【００９８】
　３６．前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラ
ーゲン、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート、及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、実施形態３１～３５のいず
れか１つに記載の方法。
【００９９】
　３７．前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタ
ン、ポリ塩化ビニルを包含するビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポ
リアクリレート、ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフル
オロエチレン、ポリオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエー
テル、ポリビニルピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレ
ンエラストマー、スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－
スチレンエラストマー及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択され
る材料を含む、実施形態３６に記載の方法。
【０１００】
　３８．前記基材がセルロース系材料を含む、実施形態３６又は３７に記載の方法。
【０１０１】
　３９．前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セ
ルロース、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レー
ヨン並びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボ
キシメチル化材料である、実施形態３８に記載の方法。
【０１０２】
　４０．前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される、実施形態３８に記載の方法。
【０１０３】
　４１．前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートか
らなる群から選択される材料を含む、実施形態３１～４０のいずれか１つに記載の方法。
【０１０４】
　４２．前記液体被覆基材の加熱は、約９５℃～約２２５℃の範囲内の温度で達成される
、実施形態３１～４１のいずれか１つに記載の方法。
【０１０５】
　４３．前記液体被覆基材の加熱は、約１００℃～約２００℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態４２に記載の方法。
【０１０６】
　４４．前記液体被覆基材の加熱は、約１１０℃～約１８０℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態４３に記載の方法。
【０１０７】
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　４５．前記液体被覆基材の加熱は、約１３０℃～約１７５℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態４４に記載の方法。
【０１０８】
　４６．前記銀塩溶液が安定剤を、前記銀組成物の総重量を基準にして１００ｐｐｍ未満
の量で含む、実施形態３１～４５のいずれか１つに記載の方法。
【０１０９】
　４７．前記銀塩溶液が安定剤を含まない、実施形態４６に記載の方法。
【０１１０】
　４８．前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、実施形態３１～４７のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１１１】
　４９．銀組成物を基材に適用して液体被覆基材を提供する工程であって、前記銀組成物
は硫酸銀以外の銀塩を含む工程と、
　前記液体被覆基材を、銀塩から銀金属を生成するのに十分な温度で加熱して、銀金属ナ
ノ粒子と銀塩とを含む色安定性の抗菌性物品を提供する工程と、を含む、抗菌性物品の製
造方法。
【０１１２】
　５０．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸
銀、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート
、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態４９に記載の方法。
【０１１３】
　５１．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態５０に記載の方法。
【０１１４】
　５２．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態５０に記載の方法。
【０１１５】
　５３．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカ
リン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリ
ン酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態４
９に記載の方法。
【０１１６】
　５４．前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラ
ーゲン、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２
つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、実施形態４９～５３のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１１７】
　５５．前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタ
ン、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、
ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポ
リオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニル
ピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、
スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラスト
マー、及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料をも含む
、実施形態５４に記載の方法。
【０１１８】
　５６．前記基材がセルロース系材料を含む、実施形態５４又は５５に記載の方法。
【０１１９】
　５７．前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セ
ルロース、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レー
ヨン並びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボ
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キシメチル化材料を含む、実施形態５６に記載の方法。
【０１２０】
　５８．前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される、実施形態５６に記載の方法。
【０１２１】
　５９．前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートか
らなる群から選択される材料を含む、実施形態４９～５８のいずれか１つに記載の方法。
【０１２２】
　６０．前記液体被覆基材の加熱は、約９５℃～約２２５℃の範囲内の温度で達成される
、実施形態４９～５９のいずれか１つに記載の方法。
【０１２３】
　６１．前記液体被覆基材の加熱は、約１００℃～約２００℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態６０に記載の方法。
【０１２４】
　６２．前記液体被覆基材の加熱は、約１１０℃～約１８０℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態６１に記載の方法。
【０１２５】
　６３．前記液体被覆基材の加熱は、約１３０℃～約１７５℃の範囲内の温度で達成され
る、実施形態６２に記載の方法。
【０１２６】
　６４．前記銀塩溶液が安定剤を、前記銀組成物の総重量を基準にして１００ｐｐｍ未満
の量で含む、実施形態４９～６３のいずれか１つに記載の方法。
【０１２７】
　６５．前記銀塩溶液が安定剤を含まない、実施形態６４に記載の方法。
【０１２８】
　６６．前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、実施形態４９～６５のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１２９】
　６７．基材上に配置された銀金属及び銀塩を含む物品であって、前記銀塩が、酢酸銀、
安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、ヨウ素酸銀、乳酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、シ
ュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカリン酸銀、アントラニル酸銀、亜塩素
酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、次亜硝酸銀、銀レブニレート、ミリ
スチン酸銀、パルミチン酸銀、プロピオン酸銀、ステアリン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀
タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択
される、物品。
【０１３０】
　６８．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸
銀、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート
、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態６７に記載の物品。
【０１３１】
　６９．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態６８に記載の物品。
【０１３２】
　７０．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態６８に記載の物品。
【０１３３】
　７１．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカ
リン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリ
ン酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態６
７に記載の物品。
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【０１３４】
　７２．前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラ
ーゲン、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２
つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、実施形態６７～７１のいずれ
か１つに記載の物品。
【０１３５】
　７３．前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタ
ン、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、
ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポ
リオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニル
ピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、
スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラスト
マー及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料をも含む、
実施形態７２に記載の物品。
【０１３６】
　７４．前記基材がセルロース系材料を含む、実施形態７２又は実施形態７３に記載の物
品。
【０１３７】
　７５．前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セ
ルロース、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レー
ヨン並びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボ
キシメチル化材料を含む、実施形態７４に記載の物品。
【０１３８】
　７６．前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される、実施形態７４に記載の物品。
【０１３９】
　７７．前記基材が、ニット、織布、不織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートか
らなる群から選択される材料である、実施形態６７～７６のいずれか１つに記載の物品。
【０１４０】
　７８．前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、実施形態６７～７７のいずれ
か１つに記載の物品。
【０１４１】
　７９．前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態６７～７８のいずれか１つに記載の物品。
【０１４２】
　８０．前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態７９に記載の物品。
【０１４３】
　８１．前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態８０に記載の物品。
【０１４４】
　８２．基材に適用された銀金属及び銀塩を含む物品であって、前記銀塩が硫酸銀以外の
銀塩を含む物品。
【０１４５】
　８３．前記銀塩が、酢酸銀、安息香酸銀、炭酸銀、塩化銀、クエン酸銀、乳酸銀、硝酸
銀、亜硝酸銀、塩素酸銀、フルオロケイ酸銀、パラ過ヨウ素酸三水素銀、銀レブニレート
、プロピオン酸銀、酒石酸銀、マイルド銀タンパク質、銀タンパク質及びこれらのうちの
２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態８２に記載の物品。
【０１４６】
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　８４．前記銀塩が硝酸銀である、実施形態８３に記載の物品。
【０１４７】
　８５．前記銀塩が安息香酸銀である、実施形態８３に記載の物品。
【０１４８】
　８６．前記銀塩が、ヨウ素酸銀、シュウ酸銀、リン酸銀、銀スルファジアジン、サッカ
リン酸銀、アントラニル酸銀、次亜硝酸銀、ミリスチン酸銀、パルミチン酸銀、ステアリ
ン酸銀及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される、実施形態８
２に記載の物品。
【０１４９】
　８７．前記基材が、セルロース系材料、ナイロン、ポリアミド、ポリアセテート、コラ
ーゲン、ゼラチン、ポリアクリルアミド、天然ゴム、アルギネート及びこれらのうちの２
つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料を含む、実施形態８２～８６のいずれ
か１つに記載の物品。
【０１５０】
　８８．前記基材がまた、ポリエステル、ポリアクリル酸、ポリオレフィン、ポリウレタ
ン、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、繊維ガラス、セラミック繊維、ポリアクリレート、
ポリアクリロニトリル、ポリビニリデンジフルオリド、ポリテトラフルオロエチレン、ポ
リオキシメチレン、ポリビニルアルコール、ポリ乳酸、ポリビニルエーテル、ポリビニル
ピロリドン、ポリカーボネート、スチレン－エチレンブチレン－スチレンエラストマー、
スチレン－ブチレン－スチレンエラストマー、スチレン－イソプレン－スチレンエラスト
マー及びこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される材料をも含む、
実施形態８７に記載の物品。
【０１５１】
　８９．前記基材がセルロース系材料を含む、実施形態８７又は実施形態８８に記載の物
品。
【０１５２】
　９０．前記セルロース系材料が、カルボキシメチル化コットン、カルボキシメチル化セ
ルロース、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維、及びカルボキシメチル化レー
ヨン並びにこれらのうちの２つ以上の組み合わせからなる群から選択される吸収性カルボ
キシメチル化材料を含む、実施形態８９に記載の物品。
【０１５３】
　９１．前記セルロース系材料が、綿、レーヨン、麻、ジュート、竹繊維、酢酸セルロー
ス、カルボキシメチル化溶媒スパンセルロース繊維及びこれらのうちの２つ以上の組み合
わせからなる群から選択される、実施形態８９に記載の物品。
【０１５４】
　９２．前記基材が、ニット、織布、押出成形多孔質シート、及び穿孔シートからなる群
から選択される材料である、実施形態８２～９１のいずれか１つに記載の物品。
【０１５５】
　９３．前記抗菌性物品は非白色を有して色安定性である、実施形態８２～９２のいずれ
か１つに記載の物品。
【０１５６】
　９４．前記基材上の銀の濃度が、約４０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態８２～９３のいずれか１つに記載の物品。
【０１５７】
　９５．前記基材上の銀の濃度が、約２０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態９４に記載の物品。
【０１５８】
　９６．前記基材上の銀の濃度が、約１０，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ基材未満である、実施
形態９５に記載の物品。
【実施例】
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【０１５９】
　本発明の目的及び利点は、以下の実施例によって更に例示されるが、これらの実施例に
おいて列挙された特定の材料及びその量は、他の諸条件及び詳細と同様に、本発明を不当
に制限するものと解釈すべきではない。特に指示がない限り、部及び百分率は全て重量基
準であり、水は全て蒸留水であり、分子量は全て重量平均分子量である。
【０１６０】
　Ｉ．
　実施例Ｉ－１
　０．３１６グラム（ｇ）の硝酸銀（アルドリッチ・ケミカル社（Aldrich Chemical Co.
）（ウィスコンシン州、ミルウォーキー（Milwaukee）））及び２００ｇの蒸留水をガラ
ス瓶に入れて、瓶に蓋をし、室温にて振盪器中で一晩混合することによって、硝酸銀コー
ティング溶液を調製した。この硝酸銀溶液（およそ１０００マイクログラム（μｇ）Ａｇ
／グラム（ｇ））溶液およそ６グラムを、ピペットでこの溶液を移してポリスチレン皿中
に収容されたメッシュを飽和することによって、アメリカン・ファイバー・アンド・フィ
ニッシング（American Fiber and Finishing）（ノースカロライナ州、アルベマール（Al
bemarle））からの１００％ナイロン織布（ＳＲ－８２３－３２×２８、６０ｇｓｍ）の
およそ１０ｃｍ（４インチ）×１０ｃｍ（４インチ）片上にコーティングした。このメッ
シュを乾燥のためにオーブン中につるす前に、およそ１グラムのコーティング溶液がメッ
シュから垂れ落ちた。いくらかの追加の溶液がオーブン内のメッシュから垂れ落ちた（１
ｇと見積もられる）。コーティングされたメッシュを、強制空気オーブン（ウィスコンシ
ン・オーブン・カンパニー（Wisconsin Oven Company）（ウィスコンシン州、イーストト
ロイ（East Troy））から入手可能なメマートユニバーサルオーブン（Memmert Universal
 Oven））内で８０℃で１２分間加熱することにより乾燥した。乾燥後に得られた材料は
外観が白色であった。これらの被覆された試料を、アルミホイル中に巻く（光から保護す
る）か、およそ２０～３０％相対湿度環境の環境下で蛍光（フィリップス（Philips）、
Ｆ３２Ｔ８／ＴＬ７３５、ユニバーサル（Universal）／ハイビジョン（Hi-Vision）、Ｅ
４）に曝露するか、又は４５～５０％の相対湿度の環境下で蛍光（フィリップス、Ｆ３２
Ｔ８／ＴＬ７３５、ユニバーサル／ハイビジョン、Ｋ４）に曝露するか、のいずれかとし
た。これらの試料の色の点数は、ミノルタ・クロマメータ（Minolta Chroma Meter）（コ
ニカ・ミノルタ・フォト・イメージング・Ｕ．Ｓ．Ａ．社（Konica Minolta Photo Imagi
ng U.S.A., Inc.）（ニュージャージー州、モーウォー（Mahwah）製の、ＣＲ－３００）
を用いて経時的に測定した。結果を表Ｉ－１に示す。
【０１６１】
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【表１】

【０１６２】
　実施例Ｉ－２
　銀溶液を安息香酸銀（アルファ・エイサー（Alfa Aesar）（マサチューセッツ州、ワー
ドヒル（Ward Hill）））としたこと、及びこの溶液を、０．４５９ｇの安息香酸銀及び
２００ｇの蒸留水をガラス瓶中に入れることによって調製したことを除いて、実施例Ｉ－
１と同様の方法で試料を調製した。この結果得られた安息香酸銀溶液はおよそ１０００μ
ｇＡｇ／ｇであった。試料の色は白色であった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－２に
示す。
【０１６３】
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【表２】

【０１６４】
　実施例Ｉ－３（比較例）
　光への曝露中に、市販の創傷包帯の経時の色点数も測定した。この市販の創傷包帯、コ
ンバテック（ConvaTec）からの商標名アクアルセル（AQUALCEL）Ａｇ、Ｌｏｔ　５Ｆ０５
５１９は、塩化銀／アルギン酸銀を、安定剤として作用する高濃度のクロライドとともに
含有し、初めはオフホワイトの色を有する。光への曝露中に、試料の色は目に見えて灰色
になる。これらの実験の結果を表Ｉ－３に示す。
【０１６５】
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【表３】

【０１６６】
　実施例Ｉ－４
　基材を、ミリポア（Millipore）（マサチューセッツ州、ビレリカ（Billerica））から
の硝酸セルロース及び酢酸セルロースからなるメンブランフィルター（０．２２μＭフィ
ルター、ＧＳＷＰ　０４７　００）としたことを除いて、実施例Ｉ－１と同様の方法で試
料を調製した。試料の初めの色は白色であった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－４に
示す。
【０１６７】
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【表４】

【０１６８】
　実施例Ｉ－５
　基材を、ミリポア（Millipore）（マサチューセッツ州、ビレリカ（Billerica））から
の硝酸セルロース及び酢酸セルロースからなるメンブランフィルター（０．２２μＭフィ
ルター、ＧＳＷＰ　０４７　００）としたことを除いて、実施例Ｉ－２と同様の方法で試
料を調製した。試料の初めの色は白色であった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－５に
示す。
【０１６９】
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【表５】

【０１７０】
　実施例Ｉ－６
　基材を、デュポン（E. I. du Pont de Nemours and Company）（デラウェア州、ウィル
ミントン（Wilmington））からの１００％ポリエステルスパンレース不織布（ソンタラ（
SONTARA）８０１０、４５ｇｓｍ）としたことを除いて、実施例Ｉ－１と同様の方法で試
料を調製した。硝酸銀溶液を手袋で覆った手の指先によりポリエステル基材の孔中に機械
的に誘導することによって、このポリエステル不織布を湿らせた。（手袋は、キンバリー
・クラーク（Kimberly Clark）（ジョージア州、ロスウェル（Roswell））によるセーフ
スキン・パウダーフリーパープルニトリルエグザムグローブ（SAFESKIN powder free pur
ple nitrile exam gloves）（Ｒｅｆ　５５０８３　ラージ）であった）。試料の初めの
色は白色であった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－６に示す。
【０１７１】
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【表６】

【０１７２】
　実施例Ｉ－７
　硝酸銀溶液を、１．２６１ｇの硝酸銀と２００ｇの蒸留水をガラス瓶に入れることによ
って調製したことを除いて、実施例Ｉ－６と同様の方法で試料を調製した。この結果得ら
れた硝酸銀溶液はおよそ４０００μｇＡｇ／ｇであった。試料の初めの色は白色であった
。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－７に示す。
【０１７３】
【表７】

【０１７４】
　実施例Ｉ－８（比較例）
　基材を、サンテック・ユニオン・ジャパン（Suntec Union、Japan）からの１００％綿
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ロライドを含有）としたことを除いて、実施例Ｉ－１と同様の方法で試料を調製した。試
料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－８に示す。
【０１７５】
【表８】

【０１７６】
　実施例Ｉ－９（比較例）
　基材を、サンテック・ユニオン・ジャパン（Suntec Union，Japan）からの１００％綿
不織布（日清紡（Nissinbo）、ＡＮ２０６０１０５０　６０ｇｓｍ、５０ｐｐｍ未満のク
ロライドを含有）としたことを除いて、実施例Ｉ－２と同様の方法で試料を調製した。試
料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－９に示す。
【０１７７】
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【表９】

【０１７８】
　実施例Ｉ－１０（比較例）
　基材を、ファーマ・ジェルシー株式会社（FA~MA JERSEY s.p.a）（イタリア）からの７
０％ビスコース／３０％ＰＥＴ繊維の不織布（５０７０３０ＲＰＥＴ　Ｐ１、白、５０ｇ
ｓｍ）としたことを除いて、実施例Ｉ－１と同様の方法で試料を調製した。試料の初めの
色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－１０に示す。
【０１７９】
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【表１０】

【０１８０】
　実施例Ｉ－１１（比較例）
　基材を、ファーマ・ジェルシー株式会社（FA~MA JERSEY s.p.a）（イタリア）からの７
０％ビスコース／３０％ＰＥＴ繊維の不織布（５０７０３０ＲＰＥＴ　Ｐ１、白、５０ｇ
ｓｍ）としたことを除いて、実施例Ｉ－２と同様の方法で試料を調製した。試料の初めの
色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－１１に示す。
【０１８１】
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【表１１】

【０１８２】
　実施例Ｉ－１２（比較例）
　基材を、４０ｐｐｍ未満のクロライドを含有する、アールストローム・グリーン・ベイ
社（Ahlstrom Green Bay, Inc.）（ウィスコンシン州、グリーンベイ（Green Bay））か
らの７０％リヨセル（LYOCELL）繊維／３０％ＰＥＴの不織布（ＳＸ－１５６、白、５０
ｇｓｍ、有孔ＦＴ－１０）としたことを除いて、実施例Ｉ－１と同様の方法で試料を調製
した。試料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表Ｉ－１２
に示す。
【０１８３】
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【表１２】

【０１８４】
　ＩＩ．
　実施例ＩＩ－１
　０．０７９２ｇの硝酸銀（アルドリッチ・ケミカル社（Aldrich Chemical Co.）（ウィ
スコンシン州、ミルウォーキー（Milwaukee）））及び２００ｇの蒸留水をガラス瓶に入
れて、瓶に蓋をし、室温にて振盪器中で一晩混合することによって、硝酸銀コーティング
溶液を調製した。この硝酸銀溶液（およそ２５０μｇＡｇ／ｇ）溶液およそ６グラムを、
ピペットでこの溶液を移してポリスチレン皿中に収容されたメッシュを飽和することによ
って、サンテック・ユニオン・ジャパン（Suntec Union, Japan）からの１００％綿不織
布（日清紡（Nissinbo）、ＡＮ２０６０１０５０　６０ｇｓｍ、５０ｐｐｍ未満のクロラ
イドを含有）のおよそ１０ｃｍ（４インチ）×１０ｃｍ（４インチ）片上にコーティング
した。このメッシュを乾燥のためにオーブン中につるす前に、およそ１グラムのコーティ
ング溶液がメッシュから垂れ落ちた。いくらかの追加の溶液がオーブン内のメッシュから
垂れ落ちた（１ｇと見積もられる）。コーティングされたメッシュを、強制空気オーブン
（ウィスコンシンオーブン社（Wisconsin Oven Company）（ウィスコンシン州、イースト
トロイ（East Troy））から入手可能なメマートユニバーサルオーブン（Memmert Univers
al Oven））内で１０５℃で１２分間加熱することにより乾燥した。乾燥後に得られた材
料は外観が白色であった。これらのコーティングされた試料を、アルミホイル中に巻く（
光から保護する）か、およそ１０～２０％相対湿度環境の環境下で蛍光（フィリップス（
Philips）、Ｆ３２Ｔ８／ＴＬ７３５、ユニバーサル（Universal）／ハイビジョン（Hi-V
ision）、Ｅ４）に曝露するか、又は４５～５０％の相対湿度の環境下で蛍光（フィリッ
プス、Ｆ３２Ｔ８／ＴＬ７３５、ユニバーサル／ハイビジョン、Ｋ４）に曝露するか、の
いずれかとした。これらの試料の色の点数は、ミノルタ・クロマメータ（Minolta Chroma
 Meter）（コニカ・ミノルタ・フォト・イメージングＵ．Ｓ．Ａ．社（Konica Minolta P
hoto Imaging U.S.A., Inc.）（ニュージャージー州、モーウォー（Mahwah）製の、ＣＲ
－３００）を用いて経時的に測定した。結果を表ＩＩ－１に示す。
【０１８５】
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　色安定性試験が終了した後、ホイル中に保護された試料及び相対湿度１０～２０％で蛍
光に曝露された試料を銀イオンの放出に関して分析した。前述の試料からの銀放出は、蒸
留水及び硝酸ナトリウムの溶液中で、銀イオン選択性の電極（オリオン（Orion）、ＶＷ
Ｒインターナショナル（VWR International）（イリノイ州、バタビア（Batavia））から
入手可能）を用いて測定した。およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．
１３４１ｇの試料は、この試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中
に入れてから３０分以内に、試料１ｇ当たり０．４５ｍｇの銀イオンを放出した。それに
対し、１６８時間の間ホイル中に保持された０．１１４０ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及
び２．９６ｇの硝酸ナトリウム中に試料１ｇ当たり１．２３ｍｇの銀イオンを放出した。
【０１８６】
　ホイル中に保持されたコーティング試料の複製品において、合計の銀含有量の測定も行
われた。銀含有量に関しては、初めに試料を硝酸及び過酸化水素を用いて蒸解し（ＥＰＡ
法６０１０参照）、次いで誘導結合プラズマ原子発光分析（Inductively Coupled Plasma
-Atomic Emission Spectroscopy）（ＩＣＰ－ＡＥＳ；バリアン、ビスタプロ、ＡＸ（Var
ian, Vista-Pro, AX））を用いて合計の銀を測定した。平均の銀含有量は１７００ｍｇＡ
ｇ／ｋｇ試料であった。最初に試料を室温で２．８重量％（ｗ／ｗ）炭酸アンモニウム溶
液で一晩抽出することによって、銀金属分析を行った。次いで浸出液を廃棄し、試料を蒸
解して上記のように銀含有量を決定した。ホイル中に保持された試料に関しては、試料の
銀金属含有量は１２０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０１８７】
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【表１３】

【０１８８】
　実施例ＩＩ－２（対照）
　実施例ＩＩ－１において使用された非コーティング綿基材の経時の色点数もまた測定し
た。これらの結果は表ＩＩ－２に包含される。
【０１８９】
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【表１４】

【０１９０】
　実施例ＩＩ－３（比較例）
　光への曝露中に、市販の創傷包帯の経時の色点数も測定した。コンバテック（ConvaTec
）から商標名アクアセル（AQUACEL）Ａｇ、Ｌｏｔ　５Ｆ０５５１９で入手可能なこの市
販の創傷包帯は、塩化銀／アルギン酸銀を、安定剤として作用する高濃度のクロライドと
ともに含有し、初めはオフホワイトの色を有する。光への曝露中に、試料の色は目に見え
て灰色になった。これらの実験の結果を表ＩＩ－３に示す。
【０１９１】
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【表１５】

【０１９２】
　実施例ＩＩ－４
　硝酸銀溶液を、硝酸銀０．３１６ｇと蒸留水２００ｇをガラス瓶に入れることによって
調製したことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製した。この結果得られ
た硝酸銀溶液はおよそ１０００μｇＡｇ／ｇであった。試料の色はオフホワイトであった
。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－４に示す。
【０１９３】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３２０ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり４．４６ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１６２６ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり５．２１ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は６９
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は３５０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０１９４】
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【表１６】

【０１９５】
　実施例ＩＩ－５
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色はクリーム色（薄い黄色）であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－
５に示す。
【０１９６】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３４１ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．４９ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１２８０ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり１．０６ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は２０
００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は１６０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０１９７】
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【表１７】

【０１９８】
　実施例ＩＩ－６
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－４と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色は薄い黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－６に示す。
【０１９９】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３７６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり４．２８ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１４６２ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり５．１８ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は７６
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は５３０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２００】



(44) JP 2010-506945 A 2010.3.4

10

20

30

40

【表１８】

【０２０１】
　実施例ＩＩ－７
　乾燥温度を１５５℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色は黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－７に示す。
【０２０２】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１４２６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．３１ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３０７ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり０．９５ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は１８
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は２５０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２０３】
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【表１９】

【０２０４】
　実施例ＩＩ－８
　乾燥温度を１５５℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－４と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色は黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－８に示す。
【０２０５】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３６６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり２．４９ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３５１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり４．９７ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は６９
００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は９００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２０６】



(46) JP 2010-506945 A 2010.3.4

10

20

30

40

【表２０】

【０２０７】
　実施例ＩＩ－９
　硝酸銀溶液を、硝酸銀０．６３２ｇと蒸留水２００ｇをガラス瓶に入れることによって
調製したことを除いて、実施例ＩＩ－８と同様の方法で試料を調製した。この結果得られ
た硝酸銀溶液はおよそ２０００μｇＡｇ／ｇであった。試料の色は金色がかった黄色であ
った。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－９に示す。
【０２０８】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３０８ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり９．２ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイル
中に保持された０．１４３１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリウ
ム中に試料１ｇ当たり１０．８ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は１６，
０００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は１４００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２０９】
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【表２１】

【０２１０】
　実施例ＩＩ－１０
　銀溶液を、安息香酸銀（アルファ・エイサー（Alfa Aesar）；マサチューセッツ州、ワ
ードヒル（Ward Hill））とし、安息香酸銀０．２３０ｇ及び蒸留水２００ｇをガラス瓶
中に入れることによって調製したことを除いて、実施例ＩＩ－８と同様の方法で試料を調
製した。この結果得られた安息香酸銀溶液はおよそ５００μｇＡｇ／ｇであった。試料の
色は黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１０に示す。
【０２１１】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３４１ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．２２ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３２３ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり０．７１ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は３３
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２１２】
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【表２２】

【０２１３】
　実施例ＩＩ－１１
　銀溶液を安息香酸銀としたこと及びこの溶液が安息香酸銀０．４５９ｇ及び蒸留水２０
０ｇをガラス瓶中に入れることによって調製されたことを除いて、実施例ＩＩ－１０と同
様の方法で試料を調製した。この結果得られた安息香酸銀溶液はおよそ１０００μｇＡｇ
／ｇであった。試料の色は黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１１に示
す。
【０２１４】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３５２ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．８０ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１５０２ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり１．５０ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は６７
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２１５】
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【表２３】

【０２１６】
　実施例ＩＩ－１２
　基材を、４０ｐｐｍ未満のクロライドを含有する１００％テンセル（TENCEL）繊維の不
織布（グリーン・ベイ・ノンウーブンズ社（Green Bay Nonwovens, Inc.）（ウィスコン
シン州、グリーンベイ（Green Bay））からの、ＳＸ－１５２、白、６５ｇｓｍ、２４メ
ッシュ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－１１と同様の方法で試料を調製した。試料の
色は金色がかった茶色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１２に示す。
【０２１７】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１６６２ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり１．６１ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１５２４ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり２．３４ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は７６
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２１８】
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【表２４】

【０２１９】
　実施例ＩＩ－１３
　乾燥温度を１８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－４と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色は金色がかった黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１３に
示す。
【０２２０】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１４７６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．４４ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１５５０ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に、試料１ｇ当たり０．８８ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は６
９００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は１２００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２２１】
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【表２５】

【０２２２】
　実施例ＩＩ－１４
　銀溶液を、０．１２７ｇの炭酸銀（アルファ・エイサー（Alfa Aesar）（マサチューセ
ッツ州、ワードヒル（Ward Hill）））、０．４８ｇの炭酸アンモニウム（マリンクロフ
ト・ベーカー社（Mallinckroft Baker, Inc.）（ニュージャージー州、フィリプスバーグ
（Phillipsburg）））、及び１００ｇの蒸留水からなるものとしたことを除いて、実施例
ＩＩ－１０と同様の方法で試料を調製した。コーティングされた綿試料の色は、金色がか
った黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１４に示す。
【０２２３】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３８６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．４４ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１４９８ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり０．４８ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は８１
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２２４】



(52) JP 2010-506945 A 2010.3.4

10

20

30

40

【表２６】

【０２２５】
　実施例ＩＩ－１５
　銀溶液を酢酸銀とし、この溶液を、０．３０９ｇの酢酸銀（マセソン・コールマン・ア
ンド・ベル（Matheson, Coleman, and Bell）（オハイオ州、ノルウッド（Norwood）））
及び２００ｇの蒸留水をガラス瓶に入れることによって調製し、乾燥温度を１７０℃とし
たことを除いて、実施例ＩＩ－１０と同様の方法で試料を調製した。この結果得られた酢
酸銀溶液はおよそ１０００μｇＡｇ／ｇであった。試料の色は黄色であった。色モニタリ
ング実験の結果を表ＩＩ－１５に示す。
【０２２６】
　銀イオン放出測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。およそ２０％の相対湿
度で少なくとも１４日間光に曝露された０．１５２５ｇの試料の量は、この試料を９８ｇ
の蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に、試料１ｇ当
たり０．７１ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、この実験の間ホイル中に保持され
た０．１５２８ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリウム中に試料１
ｇ当たり０．６９ｍｇの銀イオンを放出した。
【０２２７】
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【表２７】

【０２２８】
　実施例ＩＩ－１６
　硝酸銀溶液を、０．６３２ｇの硝酸銀と２００ｇの蒸留水とをガラス瓶に入れることに
よって調製したことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製した。この結果
得られた硝酸銀溶液はおよそ２０００μｇＡｇ／ｇであった。試料の色はオフホワイトで
あった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１６に示す。
【０２２９】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１５１６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり１０．６ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３６８ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり１２．４ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は１４
０００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は８００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２３０】
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【表２８】

【０２３１】
　実施例ＩＩ－１７
　硝酸銀溶液を、１．２６１ｇの硝酸銀と２００ｇの蒸留水とをガラス瓶に入れることに
よって調製したことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製した。この結果
得られた硝酸銀溶液はおよそ４０００マイクログラム（μｇ）Ａｇ／グラム（ｇ）であっ
た。試料の色は初めはオフホワイトであり、光に曝露すると灰色の領域（まだらな）が発
現した。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１７に示す。
【０２３２】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３６０ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり３５．３５ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホ
イル中に保持された０．１２１１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナト
リウム中に試料１ｇ当たり２７．３７ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は
２８，５００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は１４００ｍｇ／ｋｇ試料であ
った。
【０２３３】
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【表２９】

【０２３４】
　実施例ＩＩ－１８
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１６と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は薄い黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１８に示す。
【０２３５】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１４２３ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり１４．８１ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホ
イル中に保持された０．１４１１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナト
リウム中に試料１ｇ当たり１０．３６ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は
１３，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は９７０ｍｇ／ｋｇ試料であっ
た。
【０２３６】
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【表３０】

【０２３７】
　実施例ＩＩ－１９
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１７と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は、不均一であり、わずかにまだらの外観を与える灰色／黒色の不規則領
域を含有する薄い黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－１９に示す。
【０２３８】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１１７６ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり３５．２５ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホ
イル中に保持された０．１３１３ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナト
リウム中に試料１ｇ当たり２４．９３ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は
２８，０００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は１５００ｍｇ／ｋｇ試料であ
った。
【０２３９】
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【表３１】

【０２４０】
　実施例ＩＩ－２０
　乾燥温度を１５５℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１９と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は不均一であり、一方の側が他方の側と比較してより濃い金色がかった黄
色であった。より薄い側を色に関して試験した。これらの結果を表ＩＩ－２０に示す。
【０２４１】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３５８ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり２６．３２ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホ
イル中に保持された０．１３９５ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナト
リウム中に試料１ｇ当たり１８．２１ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は
２７，５００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は３１００ｍｇ／ｋｇ試料であ
った。
【０２４２】
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【表３２】

【０２４３】
　実施例ＩＩ－２１
　乾燥温度を１８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１と同様の方法で試料を調製し
た。試料の色は金色がかった黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２１に
示す。
【０２４４】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１４０５ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．１０ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３７１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり０．５２ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は１８
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は４５０ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２４５】
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【表３３】

【０２４６】
　実施例ＩＩ－２２
　乾燥温度を１８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１６と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は、濃い金色がかった黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ
－２２に示す。
【０２４７】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３６４ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．８０ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１３４０ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり１．８８ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は１６
０００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は２７００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２４８】
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【表３４】

【０２４９】
　実施例ＩＩ－２３
　乾燥温度を１８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１７と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は、焦げ茶色の外観を与える黒色部分を有する濃い茶色であった。色モニ
タリング実験の結果を表ＩＩ－２３に示す。
【０２５０】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１４４３ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり１．５０ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１４９６ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり３．３０ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は２７
５００ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。銀金属含有量は７５００ｍｇ／ｋｇ試料であった。
【０２５１】
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【表３５】

【０２５２】
　実施例ＩＩ－２４
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１０と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は薄い黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２４に示す。
【０２５３】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３８５ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり０．８４ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１２８６ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり１．９３ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は３７
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２５４】
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【表３６】

【０２５５】
　実施例ＩＩ－２５
　乾燥温度を１３０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１１と同様の方法で試料を調製
した。試料の色は黄褐色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２５に示す。
【０２５６】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１３７７ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり３．１４ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１５４０ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり４．０１ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は６８
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２５７】
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【表３７】

【０２５８】
　実施例ＩＩ－２６
　基材を、４０ｐｐｍ未満のクロライドを含有する１００％テンセル（TENCEL）繊維の不
織布（グリーン・ベイ・ノンウーブンズ社（Green Bay Nonwovens, Inc.）（ウィスコン
シン州、グリーンベイ（Green Bay））からの、ＳＸ－１５２、白、６５ｇｓｍ、２４メ
ッシュ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－８と同様の方法で試料を調製した。試料の色
は金色がかった黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２６に示す。
【０２５９】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間光に曝露された０．１９０２ｇの試料の量は、この
試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０分以内に
、試料１ｇ当たり２．１９ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間の間ホイ
ル中に保持された０．１９３１ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝酸ナトリ
ウム中に試料１ｇ当たり２．８７ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有量は７３
５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２６０】
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【表３８】

【０２６１】
　実施例ＩＩ－２７
　基材を、４０ｐｐｍ未満のクロライドを含有する、７０％リヨセル（LYOCELL）繊維／
３０％ＰＥＴの不織布（アールストローム・グリーン・ベイ社（Ahlstrom Green Bay, In
c.）（ウィスコンシン州、グリーンベイ（Green Bay））からの、ＳＸ－１５６、白、５
０ｇｓｍ、有孔ＦＴ－１０）としたことを除いて、実施例ＩＩ－８と同様の方法で試料を
調製した。試料の色は金色がかった黄色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－
２７に示す。
【０２６２】
　銀イオン放出及び合計の銀含有量の測定は、実施例ＩＩ－１に記載した通りに行った。
およそ２０％の相対湿度で１６８時間（ｈｒ）光に曝露された０．１６０８ｇの試料の量
は、この試料を９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの５Ｍ硝酸ナトリウム中に入れてから３０
分以内に、試料１ｇ当たり２．９９ｍｇの銀イオンを放出した。それに対し、１６８時間
の間ホイル中に保持された０．１５１５ｇの試料は、９８ｇの蒸留水及び２．９６ｇの硝
酸ナトリウム中に試料１ｇ当たり６．５３ｍｇの銀イオンを放出した。平均の合計銀含有
量は８４５０ｍｇＡｇ／ｋｇ試料であった。
【０２６３】
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【表３９】

【０２６４】
　実施例ＩＩ－２８（比較例）
　乾燥温度を８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－４と同様の方法で試料を調製した
。試料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２８に
示す。
【０２６５】
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【０２６６】
　実施例ＩＩ－２９（比較例）
　乾燥温度を８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－１１同様の方法で試料を調製した
。試料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－２９に
示す。
【０２６７】
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【表４１】

【０２６８】
　実施例ＩＩ－３０（比較例）
　基材を、７０％ビスコース／３０％ＰＥＴ繊維の不織布（ファーマ・ジェルシー株式会
社（FA-MA JERSEY S.p.A.）（イタリア）からの、５０７０３０ＲＰＥＴ　Ｐ１、白、５
０ｇｓｍ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－２８と同様の方法で試料を調製した。試料
の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－３０に示す。
【０２６９】
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【表４２】

【０２７０】
　実施例ＩＩ－３１（比較例）
　基材を、７０％ビスコース／３０％ＰＥＴ繊維の不織布（ファーマ・ジェルシー株式会
社（FA-MA JERSEY S.p.A.）（イタリア）からの、５０７０３０ＲＰＥＴ　Ｐ１、白、５
０ｇｓｍ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－２９と同様の方法で試料を調製した。試料
の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－３１に示す。
【０２７１】
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【表４３】

【０２７２】
　実施例ＩＩ－３２（比較例）
　乾燥温度を８０℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－２７と同様の方法で試料を調製し
た。試料の初めの色はオフホワイトであった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ－３２
に示す。
【０２７３】
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【表４４】

【０２７４】
　実施例ＩＩ－３３
　乾燥温度を１５５℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－３０と同様の方法で試料を調製
した。試料の初めの色は金色がかった茶色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ
－３３に示す。
【０２７５】
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【表４５】

【０２７６】
　実施例ＩＩ－３４
　乾燥温度を１５５℃としたことを除いて、実施例ＩＩ－３１と同様の方法で試料を調製
した。試料の初めの色は金色がかった茶色であった。色モニタリング実験の結果を表ＩＩ
－３４に示す。
【０２７７】
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【表４６】

【０２７８】
　実施例ＩＩ－３５
　基材を、織布ナイロン繊維（アメリカン・ファイバー・アンド・フィニッシング（Amer
ican Fiber and Finishing）（ノースカロライナ州、アルベマーレ（Albemarle））から
の、ＳＲ－８２３－３２×２８、６０ｇｓｍ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－８と同
様の方法で試料を調製した。試料の初めの色は茶色であった。色モニタリング実験の結果
を表ＩＩ－３５に示す。
【０２７９】
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【表４７】

【０２８０】
　実施例ＩＩ－３６
　基材を、織布ナイロン繊維（アメリカン・ファイバー・アンド・フィニッシング（Amer
ican Fiber and Finishing）（ノースカロライナ州、アルベマーレ（Albemarle））から
の、ＳＲ－８２３－３２×２８、６０ｇｓｍ）としたことを除いて、実施例ＩＩ－１１と
同様の方法で試料を調製した。試料の初めの色は茶色であった。色モニタリング実験の結
果を表ＩＩ－３６に示す。
【０２８１】
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【表４８】

【０２８２】
　実施例ＩＩ－３７
　基材を、硝酸セルロース及び酢酸セルロースからなるメンブランフィルター（ミリポア
（Millipore）（マサチューセッツ州、ビレリカ（Billerica））から入手可能な、０．２
２μＭフィルター、ＧＳＷＰ　０４７　００）としたことを除いて、実施例ＩＩ－８と同
様の方法で試料を調製した。試料の初めの色は薄い茶色であった。色モニタリング実験の
結果を表ＩＩ－３７に示す。
【０２８３】
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【表４９】

【０２８４】
　実施例ＩＩ－３８
　基材を、硝酸セルロース及び酢酸セルロースからなるメンブランフィルター（ミリポア
（Millipore）（マサチューセッツ州、ビレリカ（Billerica））から入手可能な、０．２
２μＭフィルター、ＧＳＷＰ　０４７　００）としたことを除いて、実施例ＩＩ－１１と
同様の方法で試料を調製した。試料の初めの色は薄い茶色であった。色モニタリング実験
の結果を表ＩＩ－３８に示す。
【０２８５】



(76) JP 2010-506945 A 2010.3.4

10

20

30

【表５０】

【０２８６】
　本明細書中に引用される特許、特許文献、及び刊行物の完全な開示は、それぞれが個々
に組み込まれたかのように、その全体が参照することによって組み込まれる。本発明の様
々な変更や改変は、本発明の範囲及び趣旨を逸脱せずに、当業者には明らかとなるであろ
う。本発明は、本明細書で示される例示的な実施形態及び実施例によって不当に限定され
るべく意図されていないこと、並びに、かような実施例及び実施形態は、以下に示される
ように、本明細書に示す請求項によってのみ限定されるべく意図されている、本発明の範
囲に沿った例示としてのみ提示されること、を理解すべきである。
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